
　3月30日（日）、ぎふ児童合唱団定期演奏
会が行われました。昭和46年に羽島郡少年
少女合唱団として設立され、今回で51回目を
迎えました。
　設立当時は小学3年生から中学3年生まで
の団員でしたが、現在は年少児から大学4年
生までの53名で活動しています。今回の演
奏会は4部構成で、ミュージカルを含む、歌、
ダンス、演技ありのステージで、半世紀という
時の流れの中で積み上げられてきた文化性
の高さを感じました。
　合唱が大好きで、その素晴らしさを実感し
ている子どもたちです。どの子も楽しみながら
堂々と表現しており、とても素敵な歌声（ステ
ージ）でした。
　私は演奏会後、「澄んだ歌声に心洗われ、
歌を楽しむ姿に元気をもらい、家族のような
関わりに心が温かくなりました。多くの感動を
味わえた素晴らしい時間をありがとう。」と思
いを伝えました。

　また、第1部ではBeethoven作曲、交響曲
第5番「運命」から第9番「歓びの歌」までの
メドレーがあり、第9番を除き合唱として聴くこ
とは初めてでした。合唱を聴く中で曲想から
想像する情景と歌詞から伝わる情景の相違
点や共通点から、新たに気付くこともありまし
た。この合唱には「第50＋1回という新たなス
タートとしての、積極的な挑戦」という思いが
含まれていると感じました。現在は、笠松町立
下羽栗小学校の井上博嗣先生が指導者を
務め、34年目を迎えますが、これからも一人
一人の意欲を引き出し、持ち味を発揮できる
場を与え、強い願いをもって追求されることを
期待します。
　笠松町民憲章に「いつも学習に励み、生活
や文化を高めましょう」とあります。こうした文
化的な活動ひとつひとつが町民の皆様の心
に浸透し、日常文化の深化・発展につながる
ことを願い、今後も後援という形で応援してま
いります。
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羽島郡地域クラブ設立
（中学校部活動の地域展開）について教育委員会だより

①子どもの少子化に対応する。
②持続可能な形態を維持する。
③初心者でも楽しむことができる活動にする。
　全国的に「部活動の地域展開」が叫ばれ、岐阜県
も同様に地域展開を進めようと躍起になっています。
羽島郡も上記の3つが大きな理由です。
　一つ目は、少子化が進み、単独でチームを組むた
めの人数が集まらない種目がでてきました。羽島郡も
サッカーや野球といった競技人数が多い種目はすで
に岐南中と笠松中が合同チームをつくって大会等に
参加しています。まだ人数が足りている種目について
は、合同チームを形成していませんが、これから先は
少なくなることも視野に入れておくことで、そのときの
中学生が活動できる場を保障したいと考えておりま
す。これは羽島郡に2つの中学校があるメリットをい
かせる場になると考えています。
　二つ目は、「羽島郡地域クラブ」は持続可能な活
動でありたいです。「部活動」については、すべてが
大変な活動ではなく、教育的意義が高い有効な活動
です。したがいまして、未来の子どもたちにも、それに
匹敵する活動の場を確保したいと考えています。た
だし、「部活動」は学校の教師が顧問を務めることで

運営されている活動です。担当された教師が専門的
に勉強していたり、過去に経験していたりすると充実
しやすいが、経験のない教師が担当されるとやはり
負担です。また、その教師が転勤されると、その部活
動を充実させることが難しくなるといったデメリットも
生じます。羽島郡は地域クラブを指導する指導者を
委嘱し、その地域クラブ活動の指導者としてクラブ
を支えてくださいます。そのため、持続可能な活動に
なり得るはずです。
　三つ目は、中学校に入学して○○に「挑戦」してみ
たいと思う子どもたちがきっといると信じています。初
めてスパイクを履いたり、ラケットを握ったりする生徒
が、安心して活動することができるクラブです。高い
競技性を目指す生徒は、民間のクラブの方がニーズ
に合っていることと思います。しかし、この「地域クラ
ブ」は部活動の代替措置ともいえる活動の場ですか
ら、初心者が遠慮することなく安心して活動すること
ができるクラブにしていきます。
　まずは、「地域クラブ」の概念をご理解いただいて、
羽島郡の中学生を中心とする子どもたちが元気よく、
仲間と共に楽しむ場を提供するための「羽島郡地域
クラブ」でありたいと考えています。
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日時 11月15日（土）午前10時～午後3時
場所 笠松みなと公園
内容 ・最新ロードバイクの展示・試乗

・ロームカウチ氏壁画前での撮影会
・人気YouTuberゆみやみさん・AD藤本さんとの交流
・大抽選会　など ゲスト：ゆみやみさん

主催・問 かさまつまちづくりイベント実行委員会（企画DX課未来創造室内）☎388‐1127

　各務原市の川島町から笠松駅を経由して松波総合病院まで運行していた
岐阜バス笠松川島線が9月末をもって廃止となりました。
　今後、川島町へ向かう際にはチョイソコカラタンからチョイソコかわしまへの
乗り継ぎが便利です。

【岐阜バス】笠松川島線の廃線について

▲チョイソコカラタン
利用方法
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